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ＪＦＥエンジニアリング株式会社名古屋支店

理事支店長　杉本　洋

名古屋万感そして感謝

当社は2002年の旧ＮＫＫと旧川崎製鉄の経営統合に伴い、エンジニアリング事業会社

として2003年４月に発足しました。当地域では旧社時代から約62年にわたり事業活動を

展開しております。エンジニアリング事業は建設業の顔と製造業の顔を併せ持ち、それら技

術力を統合し産業・生活各分野のインフラ建設に貢献して参りました。最近では事業運営

にも力を入れ、一貫したソリューションで地域・お客様へ貢献できるよう努力しております。

私は2011年４月に着任し、この間、我が国にあっては同年３月に発生した東日本大震災

以降、政治、社会生活、エネルギーなど様々な面で大きな変化が加速しているように思わ

れます。そのような中、私は「地域密着」をモットーに支店活動に取組み、当地域での変化

を着実に捉え発信し続けたいと考えております。特に事業領域の拡大、働き方改革、人材

確保などは変化の時代にこそ注力すべきテーマではないでしょうか。再生可能エネルギー

を主とした電力事業の展開、生活インフラの事業運営参画など少しずつ手応えを感じてい

る中、人口減少社会の到来がいよいよ現実味を帯びてきました。将来に備え多様な人材

確保策として2013年からキャリア採用を本格化し、昨年度までに約370名を採用、全社員

の10％弱を占めるに至っております。新しい「人財」が次のイノベーション、企業変革の触

媒にならんことを期待するところです。また、事務系新卒の採用についても母校に足を運び

拠点採用も復活させ2016年４月より優秀な地元学生を毎年採用するに至っております。

支店活動は、企業プレゼンス向上に繋がることならばできるだけ前向きに取組んで

いくべきだと考えております。その活動のベースである当地域・名古屋への想いと感謝

の思いを述べさせていただき締めたいと思います。名古屋の印象は５Ｃ～Compact，

Convenient，Comfortable，Clean，Cultural～です。食文化は和菓子、味噌、また昨今

の名古屋メシに代表されるように素晴らしいものがあり、食につきものの酒造りもまた盛ん

です。「緑視率」が政令指定都市中ナンバー１と聞き及んでおりますが、市内の主な通

りには街路樹が豊かに植樹され、人々に潤いを与えていると思われます。車社会の当地に

おいては他の都市以上に緑溢れる街を目指してほしいと願うものです。

名古屋城天守閣木造復元、リニア中央新幹線開業など象徴的ないくつかのイベントが

あり、当地域には東京一極集中に対抗していけるだけのポテンシャルは十分あるように

思います。これからも当地域の関係者、お客様への感謝の気持ちを持ち続け、持続的で

良好な信頼関係のさらなる深化と社会貢献に社員一同努力して参りたいと思います。


